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＜連絡事項＞
・特になし

＜入室状況＞
【退院】
・押上　真樹子様～自宅退院となる。
・田端　美平様～八戸赤十字病院に転院となる。

【転出】
・木田　セツ様～東病棟Dユニット17号室→西病棟Bユニット30号室
【転入】
・小向　栄子様～西病棟Aユニット51号室→東病棟Dユニット17号室
【ユニット移動】
・小坂　周子様～東病棟Cユニット5号室→東病棟Bユニット1号室
・長根　瞳様～東病棟Aユニット10号室→東病棟Cユニット7号室

＜患者様連絡事項＞
・藤井　崇史様～昨日の暴力行為以降は不穏興奮はなかったものの本日警察官の現場確認があってから落ち着かず叫ぶ様子あり。主治医に報告し診察した結果、他の方法では衝動行為や暴力行為などへの対応することが困難なため、終日隔離開始となる。

[bookmark: _GoBack]・小坂　周子様～主治医から血糖測定終了の指示あり。


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放中他患への迷惑行為あり早めに開放観察終了する。自室では衝動行為なく過ごされている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。8:00～20:00までの開放観察指示あり。開放後他患と口論となっており介入、「イライラするから鍵かけてくれ」と訴えあり、早めに開放観察終了する。午後は眼光鋭く他患への妄想聞かれる。午後は入浴時のみ開放とした。午後は他患とのトラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。朝食、昼食ともに拒否、水分摂取も拒否している。また内服薬も同様に拒否している。再三促すも「僕のルールなのでそんなこと言われても飲めないんですよ、なんでわからないですかね」と話している。またつらさをわかってほしいとスタッフを捕まえては話しかけ頻回。切り上げできず声かけようしている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・鈴木　國男様～朝食はスタッフ三名にて訪室し促すも壁けり、スタッフへ詰め寄る様子ありスキップとした。昼食は易怒的であるが自室へ配膳すると1/3程度摂取される。「帰してくれ、なんも悪いことしてないのに」と訴え断続的にドアたたき見られている。

・長根　瞳様～身体拘束中。身体拘束部位トラブルなし指示の点滴トラブルなく終了する。やや気分高揚さあるも体動の多さや危険行為はなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜村上Dr診察＞
・押上 真樹子様～希死念慮が落ち着いたため、本日14:00退院となる。次回外来は9/3　14:00予定。退院時処方、不眠時処方となる。入院中の血糖値をまとめ、退院時にお渡しするよう指示あり書類作成する。

・松澤　雅彦様～処方・指示変更なし。本日よりアルコールプログラム開始。

・佐藤 道明様～処方・指示変更なし。

＜金Dr診察＞
・長根　とし子様～処方変更なし。お孫様へ面会の提案をし、本人の状態をみていただき、自宅退院の方向で退院支援をしていくよう指示あり。

・藪　真弓様～処方・指示変更なし。本人が携帯の使用について確認するも使用は許可ならず。

以外の患者様、処方・指示内容変更なし。
